




　
　
　
　
　

ご　

あ　

い　

さ　

つ

亀
山
市
に
伝
わ
る
日
本
刀
と
鐔つ
ば

は
、
地
域
の
江
戸
時
代
の
歴
史
や
文
化
を
伝
え
る
資
料
で
す
。
こ
の
地
は
、
歴
史
の
中
で
長
ら
く
城
が
あ
り
、
大
名
と
家
臣
が
暮
ら
し
て

い
た
こ
と
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
は
大
名
の
所と
こ
ろ
が
え替の
地
で
あ
り
、
最
後
の
所
替
か
ら
一
五
〇
年
余
り
同
じ
大
名
が
城
主
と
な
り
明
治
時
代
を
迎
え
た
こ
と
な
ど
、
地
域
の
も

つ
複
合
的
な
要
因
に
よ
り
、
現
在
ま
で
日
本
刀
や
鐔
が
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

亀
山
市
歴
史
博
物
館
で
も
、
亀
山
ゆ
か
り
の
日
本
刀
と
亀
山
鐔
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
日
本
刀
で
は
、
亀
山
城
主
石
川
家
の
家
臣
の
家
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
日
本
刀
や
、

Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
接
収
刀
剣
で
あ
る
赤あ
か
ば
ね
と
う

羽
刀
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
初
代
が
伊
勢
国
亀
山
生
ま
れ
と
も
伝
え
ら
れ
る
刀と
う
こ
う工

の
河か
わ
ち
の
か
み
く
に
す
け

内
守
国
助
、
亀
山
城
主
石
川
家
の

抱
え
工
で
あ
る
粟あ
わ
た
ぐ
ち
ま
さ
よ
し

田
口
正
吉
と
い
っ
た
日
本
刀
が
あ
り
ま
す
。
亀
山
ゆ
か
り
の
刀
工
が
作
刀
し
た
日
本
刀
と
は
、
ど
の
よ
う
な
姿
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
形
や
刃は
も
ん文
な
ど
を

お
楽
し
み
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
鐔
で
は
亀
山
鐔
と
い
う
作
品
群
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
徴
的
な
砂さ
は
り
ぞ
う
が
ん

張
象
嵌
と
い
う
技
法
を
用
い
た
作
品
で
、
国く
に
と
も友

派
や
間は
ざ
ま派

の
鐔つ
ば
こ
う工

が
作さ
く
た
ん鐔

し
た
も
の
で
す
。

亀
山
と
い
う
地
名
を
冠
し
た
亀
山
鐔
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
日
本
刀
や
鐔
な
ど
、
今
に
伝
え
ら
れ
て
来
た
江
戸
時
代
の
香
り
と
も
い
え
る
作
品
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
な

が
ら
、
地
域
に
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
歴
史
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
企
画
展
の
開
催
に
あ
た
り
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
所
蔵
者
を
は
じ
め
、
ご
教
示
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
企
画
展
は
、
公
益
財
団
法
人
岡
田
文
化
財
団
の
助
成
を
得
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

令
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亀
山
市
歴
史
博
物
館



　
　

凡　
　

例

・�

本
図
録
は
、
第
四
十
一
回
企
画
展
「
き
ら
め
く
亀
山
刀
剣
鐔　

―
国
助
・
正
吉
・

国
友
・
間
―
」（
令
和
五
年
九
月
三
十
日
か
ら
十
二
月
十
日
ま
で
開
催
）
に
お

け
る
展
示
図
録
と
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
本
図
録
で
使
用
し
た
記
号
の
意
味
は
、
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

◯　

市
指
定
文
化
財

・�

本
図
録
に
掲
載
し
た
写
真
は
、
左
記
の
と
お
り
、
撮
影
お
よ
び
協
力
を
得
た
も

の
で
あ
る
。

　
　

1　

当
館
蔵

　
　

25
・
26　

名
古
屋
市
博
物
館
よ
り
協
力
を
得
た
。

　
　

2
・
4
・
12
・
15
・
16
・
19
・

　
　
　

27
～
29
・
31
～
39　
　
　
　
　
　
　

中
川
由
莉
（
当
館
学
芸
員
）
撮
影

　
　

3
・
10
・
11
・
13
・
14
・
17
・
18
・
30　

小
林
秀
樹
（
当
館
館
長
）
撮
影

　
　

そ
の
ほ
か
は
、
業
者
委
託
に
よ
り
撮
影
し
た
。

・�

刀
剣
の
写
真
は
、
全
体
の
表
・
裏
、
表
の
鋒
・
表
の
茎
・
裏
の
茎
（
銘
文
の
あ

る
場
合
）
を
掲
載
し
た
。
表
・
裏
を
掲
載
す
る
も
の
は
、
左
を
表
・
右
を
裏
と

し
て
い
る
。

・�

鐔
の
写
真
は
、
右
を
表
・
左
を
裏
と
し
て
掲
載
し
た
。
な
お
、
鐔
は
、
鐔
工
銘

と
小
柄
櫃
孔
・
笄
櫃
孔
の
位
置
に
よ
り
、
表
・
裏
を
判
断
し
て
い
る
が
、
こ
れ

に
よ
り
が
た
い
場
合
は
、
図
柄
に
よ
っ
て
表
・
裏
を
判
断
し
て
い
る
。

・�

刀
剣
・
鐔
の
銘
文
は
、
常
用
漢
字
に
よ
る
表
記
と
し
た
。
ま
た
、
銘
文
中
の
改

行
は
「
／
」
で
表
記
し
た
。

・
解
説
文
に
記
載
し
た
翻
刻
文
は
、
左
記
の
ル
ー
ル
で
表
記
し
た
。

　
　

・
花
押
は
（
花
押
）
と
し
た
。

　
　

・
補
注
す
る
も
疑
問
の
残
る
場
合
は
（　
　

ヵ
）
と
注
記
し
た
。

・
本
図
録
の
執
筆
は
、
中
川
由
莉
（
当
館
学
芸
員
）
が
担
当
し
た
。

・
表
紙
の
作
成
は
、
大
澤
亮
二
（
当
館
職
員
）
が
担
当
し
た
。

　
　
　

目　
　

次

ご
あ
い
さ
つ

凡
例

１　

亀
山
ゆ
か
り
の
刀
工　

―　

粟
田
口
正
吉　

―

２　

亀
山
ゆ
か
り
の
刀
工　

―　

国
助　

―

３　

亀
山
藩
の
武
士
と
刀

４　

亀
山
と
赤
羽
刀

５　

亀
山
ゆ
か
り
の
刀
装
具　

―　

亀
山
鐔　

貞
栄　

―

６　

も
う
ひ
と
つ
の
亀
山
鐔　

―　

間
鐔　

―

解
説

主
な
参
考
文
献

掲
載
資
料
一
覧

123713253135404445

　
　
　

表　

目　

次

表
1　

亀
山
在
城
以
後
の
松
平
家
と
国
友
派
対
応
表

表
2　

亀
山
鐔　

国
友
派
（
正
栄
・
貞
栄
）・
間
派
の
特
徴

3838
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１　
亀
山
ゆ
か
り
の
刀
工　
　
―　
粟
田
口
正
吉　
―

　

亀
山
藩
の
抱
え
工
で
あ
っ
た
粟あ
わ
た
ぐ
ち
ま
さ
よ
し

田
口
正
吉
。
現
在
知
ら
れ
て
い
る
作
例
は
非

常
に
少
な
い
も
の
の
、
茎な
か
ごに
切
る
銘
か
ら
、
亀
山
城
主
石
川
家
に
抱
え
ら
れ
た

刀と
う
こ
う工

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　

一
方
で
、
そ
の
出
自
は
詳
し
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。「
粟
田
口
」
の
名
前

か
ら
、
京
都
刀
工
の
一
派
で
あ
る
粟
田
口
派
の
作
風
を
継
ぎ
、
同
じ
く
粟
田
口

派
を
踏
襲
し
た
粟
田
口
一い
っ
か
ん
し
た
だ
つ
な

竿
子
忠
綱
の
末
流
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
亀
山
藩
の
抱
え
工
で
あ
る
粟
田
口
正
吉
が
作
刀
し
た
稀
少
な
刀

と
脇
指
を
そ
の
拵
こ
し
ら
えと
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。
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1
．
◯
刀　
　
　

寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）　　

亀
山
市
歴
史
博
物
館

　
　
［
銘
］（
表
）
勢
亀
城
主
石
川
家
鍛
工　
（
裏
）
寛
政
五
癸
丑
八
月
粟
田
口
正
吉　
　
［
刃
長
］
九
七
．
〇
㎝　
　
［
反
り
］
二
．
二
㎝
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3
．
脇
指　
　
　

寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）　　

亀
山
市
歴
史
博
物
館

　
　
［
銘
］（
表
）
勢
亀
城
主
家
鍛
工　
（
裏
）
寛
政
六
甲
寅
二
月
／
粟
田
口
正
吉　
　
［
刃
長
］
四
八
．
九
㎝　
　
［
反
り
］
一
．
二
㎝



6

2
．
金
梨
地
鞘
打
刀
拵　
　
　

江
戸
時
代　
　

亀
山
市
歴
史
博
物
館

4
．
黒
石
目
地
塗
鞘
脇
指
拵　
　
　

江
戸
時
代　
　

亀
山
市
歴
史
博
物
館
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２　
亀
山
ゆ
か
り
の
刀
工　
　
―　
国
助　
―

も
う
ひ
と
り
の
亀
山
ゆ
か
り
の
刀と
う
こ
う工
は
、
初
代
河か
わ
ち
の
か
み
く
に
す
け

内
守
国
助
で
す
。
初
代
国

助
は
、
伊
勢
国
亀
山
で
生
ま
れ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
山
城
国
の
堀
川

国く
に
ひ
ろ広

を
師
と
し
て
学
び
、
大
坂
に
移
り
、
新
刀
期
の
始
ま
り
の
大
坂
を
代
表
す

る
刀
工
と
な
り
、
大
坂
新
刀
の
祖
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

二
代
目
河
内
守
国
助
は
、
初
代
の
子
で
す
。
初
代
と
三
代
の
間
で
あ
る
こ
と

か
ら
中な
か
か
わ
ち

河
内
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
拳
の
よ
う
な
形
と
な
る
拳こ
ぶ
し
が
た
ち
ょ
う
じ

形
丁
子
と
い

う
乱み
だ
れ
ば刃

を
考
案
し
ま
し
た
。

ま
た
、
初
代
河
内
守
国
助
の
弟
は
、
初
代
石い
わ
み
の
か
み

見
守
国
助
を
名
乗
り
ま
す
。
河

内
守
と
と
も
に
堀
川
国
広
に
学
ん
だ
後
、
大
坂
で
作
刀
を
始
め
ま
す
が
、
石
見

守
は
伊
勢
国
神
戸
へ
戻
り
、
作
刀
を
続
け
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
初
代
と
二
代
河
内
守
国
助
、
初
代
石
見
守
国
助
の
作
例
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
ら
五
口
は
全
て
赤あ
か
ば
ね
と
う

羽
刀
で
あ
り
、
国
か
ら
無
償
譲
渡

さ
れ
た
も
の
で
す
。
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5
．
刀　
　
　

江
戸
時
代　
　

亀
山
市
歴
史
博
物
館

　
　
［
銘
］（
表
）
河
内
守
国
助　
　
［
刃
長
］
七
三
．
五
㎝　
　
［
反
り
］
一
．
〇
㎝



9

6
．
脇
指　
　
　

江
戸
時
代　
　

亀
山
市
歴
史
博
物
館

　
［
銘
］（
表
）
河
内
守
国
助　
　
［
刃
長
］
四
五
．
九
㎝　
　
［
反
り
］
〇
．
六
㎝



10

7
．
脇
指　
　
　

江
戸
時
代　
　

亀
山
市
歴
史
博
物
館

　
［
銘
］（
表
）
河
内
守
国
助　
　
［
刃
長
］
三
八
．
五
㎝　
　
［
反
り
］
〇
．
七
㎝



11

8
．
十
文
字
槍　
　
　

室
町
時
代
末
期　
　

亀
山
市
歴
史
博
物
館

　
［
銘
］（
表
）
国
助　
　
［
刃
長
］
二
六
．
〇
㎝



12

9
．
槍　
　
　

江
戸
時
代　
　

亀
山
市
歴
史
博
物
館

　
　
［
銘
］（
表
）
石
見
守
国
助　
　
［
刃
長
］
四
一
．
〇
㎝
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３　
亀
山
藩
の
武
士
と
刀

江
戸
時
代
、
刀
は
武
士
の
身
分
を
表
す
も
の
で
し
た
。
こ
と
に
、
太
刀
か
ら

刀
へ
と
変
化
し
、
刀
と
脇
指
に
よ
る
大
小
一
組
の
帯
刀
は
、
武
士
の
身
分
を
表

す
も
の
で
し
た
。

本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
か
つ
て
亀
山
城
主
石
川
家
に
仕
え
た
武
士
の
家
に
伝
来

し
た
日
本
刀
、
な
か
で
も
大
小
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
一
組
を
そ
の
拵
こ
し
ら
えと

と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。
伝
来
品
を
み
る
と
、
大
小
一
組
と
は
い
う
も
の
の
、

刀と
う
こ
う工

が
同
じ
大
小
も
あ
れ
ば
、
異
な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
の
武
士

た
ち
は
、
必
ず
し
も
同
一
刀
工
に
よ
る
刀
と
脇
指
を
大
小
一
組
と
し
て
い
た
わ

け
で
は
な
く
、
外
装
で
あ
る
拵
を
セ
ッ
ト
に
し
た
も
の
を
、
大
小
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
亀
山
藩
の
武
士
が
実
際
に
差

し
て
い
た
で
あ
ろ
う
大
小
の
刀
身
、
拵
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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10
．
刀　
　
　

江
戸
時
代　
　

亀
山
市
歴
史
博
物
館

　
　
［
銘
］（
裏
）
肥
前
国
住
藤
原
忠
広　
　
［
刃
長
］
七
二
．
六
㎝　
　
［
反
り
］
一
．
〇
㎝
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11
．
脇
指　
　
　

江
戸
時
代　
　

亀
山
市
歴
史
博
物
館

　
　
［
銘
］（
表
）
丹
波　
　
［
刃
長
］
四
七
．
三
㎝　
　
［
反
り
］
一
．
〇
㎝



16

12
．
黒
蝋
色
塗
鞘
大
小
拵　
　
　

江
戸
時
代　
　

亀
山
市
歴
史
博
物
館
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13
．
刀　
　
　

文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）　　

亀
山
市
歴
史
博
物
館

　
　
［
銘
］（
表
）
播
州
手
柄
山
氏
繁
造
之
（
裏
）
応
需
石
川
六
三
源
正
文
而
／
文
化
十
二
年
八
月
日　
　
［
刃
長
］
六
二
．
三
㎝　
　
［
反
り
］
二
．
〇
㎝
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14
．
脇
指　
　
　

文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）　　

亀
山
市
歴
史
博
物
館

　
　
［
銘
］（
表
）
手
柄
山
氏
繁
造
之
（
裏
）
応
需
石
川
六
三
源
正
文
而
／
文
化
十
二
年
八
月
日　
　
［
刃
長
］
三
八
．
九
㎝　
　
［
反
り
］
一
．
三
㎝



19

15
．
青
貝
微
塵
黒
変
塗
鞘
大
小
拵　
　
　

江
戸
時
代　
　

亀
山
市
歴
史
博
物
館
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16
．
刀
袋　
　
　

明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）　　

亀
山
市
歴
史
博
物
館

［
№
17
刀
袋
（
外
）］

［
№
17
刀
袋
（
外
）
墨
書
部
分
］

［
№
17
刀
袋
（
内
）
墨
書
部
分
］

［
№
18
刀
袋
（
外
）］

［
№
18
刀
袋
（
外
）
墨
書
部
分
］

［
№
18
刀
袋
（
内
）
墨
書
部
分
］
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17
．
脇
指　
　
　

江
戸
時
代　
　

亀
山
市
歴
史
博
物
館

　
　
［
銘
］（
表
）
越
前
国
兼
植　
　
［
刃
長
］
五
九
．
八
㎝　
　
［
反
り
］
一
．
六
㎝
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18
．
脇
指　
　
　

江
戸
時
代　
　

亀
山
市
歴
史
博
物
館

　
　
［
銘
］
無
銘　
　
［
刃
長
］
三
七
．
四
㎝　
　
［
反
り
］
一
．
二
㎝
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19
．
青
貝
微
塵
黒
石
目
地
塗
脇
指
拵
・
朱
変
塗
鞘
脇
指
拵　
　
　

江
戸
時
代　
　

亀
山
市
歴
史
博
物
館



24

種　別 刀　　工 出　　典
1 刀 肥前国住近江大掾藤原忠広

（刀剣類書上）（館蔵加藤家文書 25-4-483）2 刀 手柄山氏繁
3 脇指 手柄山氏繁
4 十文字槍 手柄山氏繁

武具馬具並家什蔵書記（館蔵天野家文書 36-1）
5 脇指 河内守国助
6 刀 河内守国助初代
7 刀 河内守国助

コラム　　亀山の武士が所有した刀剣　～出品資料との比較～

亀山城主石川家の家臣であった加藤家・天野家の文書には、当時、所有していた刀剣類の記録がみられ
ます。そこには、出品している刀剣類と同じ刀

とうこう

工による刀剣類が確認できます。数例ではありますが、出
品している刀剣類とは異なるものですので、江戸時代の亀山ではより多くの刀剣類が存在していたことや、
当時の武士たちが複数所有した人気作ともいえる作例の可能性を探ることができるかもしれません。
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４　
亀
山
と
赤
羽
刀

亀
山
市
歴
史
博
物
館
は
、
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）、
接
収
刀
剣
類
の
譲

渡
を
受
け
ま
し
た
。
接
収
刀
剣
類
と
は
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）、
連
合

国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
が
、
日
本
の
武
装
解
除
の
一
環
と
し

て
、
全
国
の
警
察
に
命
じ
て
、
国
民
か
ら
接
収
し
た
刀
剣
類
で
す
。
そ
の
大
部

分
が
廃
棄
や
海
外
流
出
し
た
も
の
の
、
免
れ
た
も
の
が
、
東
京
都
北
区
赤
羽
の

米
第
八
軍
兵
器
補ほ
き
ゅ
う
し
ょ
う

給
廠
に
集
め
ら
れ
、
昭
和
二
十
二
年
、
約
五
五
〇
〇
口
余
り

が
選
別
さ
れ
、
東
京
国
立
博
物
館
で
保
管
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
こ
れ
ら
の
刀
剣
類
は
、「
赤あ
か
ば
ね
と
う

羽
刀
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
戦
後
五
十
年
を
迎
え
た
平
成
七
年
、
旧
所
有
者
へ
の
返
還
お
よ
び

残
り
の
刀
剣
類
の
国
へ
の
帰
属
が
決
ま
り
ま
し
た
。
国
が
保
存
・
活
用
す
る
も

の
以
外
、
全
国
の
公
立
博
物
館
等
へ
の
無
償
譲
渡
に
よ
り
公
開
・
活
用
を
進
め

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

当
館
も
そ
の
一
館
と
し
て
、
十
口
の
刀
剣
類
の
譲
渡
を
受
け
ま
し
た
。
譲
渡

さ
れ
た
刀
剣
類
に
は
、
２
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
た
赤
羽
刀
の
国
助
の
よ
う
に
、

亀
山
に
関
す
る
刀と
う
こ
う工
の
作
例
と
と
も
に
、
伊
勢
国
や
そ
の
他
地
域
の
刀
工
の
作

例
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
当
館
が
所
蔵
す
る
赤
羽
刀
十

口
の
う
ち
、
国
助
以
外
の
五
口
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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20
．
刀　
　
　
文
久
四
年
（
一
八
六
四
）　　

亀
山
市
歴
史
博
物
館

　
　
［
銘
］（
表
）
天
龍
子
橘
久
一
作
（
裏
）
文
久
四
子
年
二
月
日　
　
［
刃
長
］
七
五
．
二
㎝　
　
［
反
り
］
一
．
二
㎝
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21
．
脇
指　
　
　
江
戸
時
代　
　

亀
山
市
歴
史
博
物
館

　
　
［
銘
］（
表
）
勢
州
桑
名
住
藤
原
勝
吉
（
裏
）
於
播
州
姫
路
作
是　
　
［
刃
長
］
四
六
．
〇
㎝　
　
［
反
り
］
一
．
〇
㎝
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22
．
脇
指　
　
　

室
町
時
代
末
期　
　

亀
山
市
歴
史
博
物
館

　
　
［
銘
］（
表
）
村
正
作　
　
［
刃
長
］
三
五
．
六
㎝　
　
［
反
り
］
〇
．
八
㎝
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23
．
脇
指　
　
　
江
戸
時
代　
　

亀
山
市
歴
史
博
物
館

　
　
［
銘
］（
表
）
肥
後
守
国
康　
　
［
刃
長
］
五
一
．
八
㎝　
　
［
反
り
］
〇
．
八
㎝
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24
．
脇
指　
　
　

室
町
時
代
末
期　
　

亀
山
市
歴
史
博
物
館

　
　
［
銘
］（
表
）
正
（
広
）　　
［
刃
長
］
三
一
．
六
㎝　
　
［
反
り
］
〇
．
三
㎝
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５　
亀
山
ゆ
か
り
の
刀
装
具　
　
―　
亀
山
鐔　
貞
栄　
―

日
本
刀
の
外
装
を
刀と
う
そ
う装
と
い
い
、
そ
の
部
品
が
刀
装
具
で
す
。
そ
し
て
、
そ

の
刀
装
具
の
ひ
と
つ
に
「
鐔つ
ば

」
が
あ
り
ま
す
。
鐔
に
は
、
亀
山
の
地
名
を
冠
す

る
「
亀
山
鐔
」
と
い
う
作
品
群
が
あ
り
ま
す
。
亀
山
鐔
は
、
亀
山
城
主
で
あ
っ

た
松
平
乗の
り
さ
と邑
に
抱
え
ら
れ
た
鐔つ
ば
こ
う工
の
国く
に
と
も友
派
が
作さ
く
た
ん鐔
し
た
も
の
で
す
。

亀
山
鐔
の
特
徴
は
、
鉄
地
の
鐔
に
、
文
様
を
彫
り
く
ぼ
め
、
そ
こ
へ
砂さ
は
り張
と

よ
ば
れ
る
鉛な
ま
り、

錫す
ず

、
銅
な
ど
の
合
金
を
熱
で
溶
か
し
て
流
し
込
ん
だ
と
み
ら
れ

る
、
流
し
込
み
象ぞ
う
が
ん嵌

の
技
法
で
文
様
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
砂
張
象
嵌

を
施
し
た
部
分
は
、
銀
色
に
鈍
く
光
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
象
嵌
部
分
は
、
気

泡
の
跡
が
残
り
、
独
特
な
印
象
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

亀
山
鐔
を
亀
山
で
作
鐔
し
た
鐔
工
に
は
、
国
友
正
栄
、
貞
栄
の
ふ
た
り
が
確

か
め
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
亀
山
に
伝
わ
る
貞
栄
の
作
例
を
中
心
に
ご
紹
介

し
ま
す
。



32

25
．
石
垣
図
鐔　
　

�

江
戸
時
代

名
古
屋
市
博
物
館

［
径
］
八
．
〇
㎝

亀
山
で
活
躍
し
た
鐔つ
ば
こ
う工
の
一
人
目
は
、
国

友
正
栄
で
す
。
鐔
に
刻
ん
だ
銘
文
に
「
勢
州

亀
山
住　

正
栄
作
」
と
残
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
亀
山
に
住
み
、
作さ
く
た
ん鐔
し
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。

な
お
、「
正
栄
」
は
、「
し
ょ
う
え
い
」「
ま

さ
し
げ
」「
ま
さ
よ
し
」「
ま
さ
た
か
」
な
ど

様
々
な
読
み
方
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

［
銘
］
勢
州
亀
山
住
／
正
栄
作

国
友
正
栄

26
．
葡
萄
文
図
鐔　
　

江
戸
時
代

名
古
屋
市
博
物
館

［
径
］
八
．
〇
㎝

［
銘
］
勢
州
於
亀
山
／
正
栄
作

27
．
武
具
馬
具
並
家
什
蔵
書
記

天
保
六
年（
一
八
三
五
）

亀
山
市
歴
史
博
物
館
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国
友
正
栄
の
次
に
亀
山
で
の
作さ
く
た
ん鐔
が
み
ら

れ
る
鐔つ
ば
こ
う工

は
、
国
友
貞
栄
で
す
。
貞
栄
は
、

藤
図
鐔
〔
№
30
〕
の
銘
か
ら
、
元
禄
十
一
年

（
一
六
九
八
）
に
亀
山
で
作
鐔
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、「
貞
栄
」
は
、「
じ
ょ
う
え
い
」「
て

い
え
い
」「
さ
だ
よ
し
」
な
ど
様
々
な
読
み

方
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
正
栄
と
貞
栄
の

関
係
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
栄
」

の
字
を
継
ぎ
、
同
じ
亀
山
で
活
躍
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
師
弟
や
血
縁
関
係
に
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

国
友
貞
栄

28
．
○
無
文
鐔　
　

江
戸
時
代

亀
山
市
歴
史
博
物
館

［
径
］
七
．
八
㎝

［
銘
］
勢
州
亀
山
住
／
国
友
貞
栄
作

29
．
笹
竹
白
鷺
図
鐔　
　

江
戸
時
代

亀
山
市
歴
史
博
物
館

［
径
］
八
．
四
㎝

［
銘
］
勢
州
亀
山
住
／
国
友
貞
栄
作

30
．
藤
図
鐔　
　

元
禄
十
一
年（
一
六
九
八
）

亀
山
市
歴
史
博
物
館

［
縦
］
八
．
四
㎝

［
横
］
七
．
八
㎝

［
銘
］（
表
）
勢
州
亀
山
住
／
国
友
貞
栄
作

［
銘
］（
裏
）�

元
禄
寅
年
六
月
朔
旦
／
賀
州
住

兼
若
鍛
之
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31
．
○
幔
幕
図
鐔　
　

江
戸
時
代

亀
山
市
歴
史
博
物
館

［
径
］
七
．
五
㎝

［
銘
］
貞
栄
作

32
．
胡
蝶
図
鐔　
　

江
戸
時
代

亀
山
市
歴
史
博
物
館

［
径
］
八
．
五
㎝

［
銘
］
貞
栄

33
．
唐
草
図
鐔　
　

江
戸
時
代

亀
山
市
歴
史
博
物
館

［
径
］
八
．
二
㎝

［
銘
］
貞
栄
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６　
も
う
ひ
と
つ
の
亀
山
鐔　
　
―　
間
鐔　
―

５
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
た
亀
山
鐔
の
特
徴
、
砂さ
は
り張
の
流
し
込
み
象ぞ
う
が
ん嵌
と
い
う

特
徴
的
な
技
法
を
用
い
た
鐔
に
は
、
間は
ざ
ま
つ
ば鐔と
呼
ば
れ
る
作
例
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
鐔
に
「
間
」
と
い
う
鐔つ
ば
こ
う工

の
銘
を
刻
ん
だ
も
の
で
す
。
こ
こ
で
は
、
間

鐔
と
よ
ば
れ
る
「
間
」
銘
の
切
ら
れ
た
鐔
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

＊�

亀
山
鐔
と
間
鐔
を
み
て
み
る
と
、
鐔
工
の
国
友
派
と
間
派
の
関
係
は
、
明

ら
か
で
は
な
く
、
同
集
団
の
職
人
で
あ
っ
た
と
は
言
い
が
た
い
と
み
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
特
殊
な
技
法
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
企
画
展

で
は
、
い
ず
れ
も
「
亀
山
鐔
」
と
総
称
し
ま
す
。
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34
．
○
蛤
図
鐔　
　

江
戸
時
代

亀
山
市
歴
史
博
物
館

［
径
］
八
．
六
㎝

［
銘
］
間

35
．
○
矢
羽
松
葉
図
鐔　
　

江
戸
時
代

亀
山
市
歴
史
博
物
館

［
径
］
六
．
八
㎝

［
銘
］
間

36
．
○
象
図
鐔　
　

江
戸
時
代

個
人

［
径
］
八
．
四
㎝

［
銘
］
間

37
．
俵
松
葉
図
鐔　
　

江
戸
時
代

亀
山
市
歴
史
博
物
館

［
径
］
八
．
二
㎝

［
銘
］
間
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38
．
熨
斗
図
鐔　
　

江
戸
時
代

亀
山
市
歴
史
博
物
館

［
径
］
七
．
七
㎝

［
銘
］
間

39
．
馬
具
図
鐔　
　

江
戸
時
代

亀
山
市
歴
史
博
物
館　
　

［
縦
］
八
．
二
㎝

［
横
］
七
．
八
㎝

［
銘
］
間
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城地 在城期間 松平家 高 国友銘 作鐔地銘

亀山城
（三重県亀山市）

宝永７年（1710）正月 26日
～

享保２年（1717）11 月朔日
乗
のりさと

邑 ６万石
正栄

貞栄

勢州亀山住
勢州於亀山
勢州亀山住

淀城
（京都府京都市）

享保２年（1717）11 月朔日
～

享保８年（1723）５月朔日
乗邑 ６万石 貞栄 城州於淀

佐倉城
（千葉県佐倉市）

享保８年（1723）５月朔日
～

延享３年（1746）正月 23日

乗邑

乗
のりすけ

佑

６万石
後７万石
６万石

貞栄
命明

（総州於佐倉）
於総州佐倉

山形城
（山形県山形市）

延享３年（1746）正月 23日
～

明和元年（1764）６月 21日
乗佑 ６万石 正命 於羽州山形

西尾城
（愛知県西尾市）

明和元年（1764）６月 21日
～

乗佑 ６万石 正命 於三州西尾

以下明治まで西尾城主 以下
乗
のりさだ

完
乗
のりひろ

寛
乗
のりやす

全

乗
のりつね

秩

以下
正幸
正重
重貞

貞重
（または重信）

重信
（または貞重）

三州西尾
（於三州西尾）

松平家の分限帳に記
されている金具師国
友官五右衛門・国友
釧之助と考えられて
いる。

（亀山市歴史博物館『開館一周年記念特別展　亀山鐔と松平乗邑時代の亀山藩』1995 より）

表 1　亀山在城以後の松平家と国友派対応表

国
くにとも

友派（正栄・貞栄） � 間
はざま

派

銘 名・氏名・作
さくたん

鐔地 「間」のみ

技法 砂
さはりぞうがん

張象嵌 砂張象嵌

デザイン
象嵌で文様を表現
鐔の表裏を意識したデザイン

鐔地からはみでる・
余白を効果的に用いるといった高いデザイン性

表 2　亀山鐔　国友派（正栄・貞栄）・間派の特徴
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1
．
◯
刀　
　
亀
山
市
歴
史
博
物
館

［
銘
］�（
表
）
勢
亀
城
主
石
川
家
鍛
工

（
裏
）
寛
政
五
癸
丑
八
月
粟
田
口
正
吉

地じ
が
ね鉄

は
、
木
材
の
板
の
よ
う
な
模
様
が
細
か
く
詰
ん
だ
小こ
い
た
め

板
目

肌は
だ

。
刃
文
は
、
直
線
的
な
刃
文
を
主
と
す
る
も
の
の
、
中
に
小
さ
な

丁
子
文
が
交
じ
る
、
直す
ぐ
は刃

調
に
小こ
ち
ょ
う
じ

丁
子
乱
れ
交
じ
り
。
そ
し
て
、
刃

文
の
な
か
に
白
い
砂
粒
の
よ
う
な
大
き
さ
で
白
く
輝
く
微
粒
子
が
み

ら
れ
る
沸に
え
で
き

出
来
で
す
。
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
と
い
う
江
戸
時
代

後
期
の
作
刀
で
は
あ
る
も
の
の
、
粟
田
口
派
の
特
徴
を
ふ
ま
え
た
作

風
と
評
価
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
刃
長
九
七
．
〇
㎝
と
い
う
長
大
な
長
さ
は
、
実
用
品
と
い

う
よ
り
も
奉
納
品
と
し
て
作
刀
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

2
．
金
梨
地
鞘
打
刀
拵　
　
亀
山
市
歴
史
博
物
館

寛
政
五
年
粟あ
わ
た
ぐ
ち
ま
さ
よ
し

田
口
正
吉
銘
の
刀
〔
№
1
〕
の
拵
こ
し
ら
えで

す
。
鞘さ
や

の
全
面

に
金
梨な
し
じ
ぬ
り

地
塗
を
施
し
、
白
色
柄つ
か
ま
き巻

の
下
に
は
、
象ぞ
う
が
ん嵌

を
施
し
た
薙な
ぎ
な
た刀

と
軍
杖
の
意
匠
の
目め
ぬ
き貫

を
装
着
し
て
い
ま
す
。

3
．
脇
指　
　
亀
山
市
歴
史
博
物
館

［
銘
］�（
表
）
勢
亀
城
主
家
鍛
工

（
裏
）
寛
政
六
甲
寅
二
月
／
粟
田
口
正
吉

寛
政
五
年
粟あ
わ
た
ぐ
ち
ま
さ
よ
し

田
口
正
吉
銘
の
刀
〔
№
1
〕
と
同
じ
特
徴
を
持
つ
脇

指
で
す
。
銘
文
に
よ
れ
ば
、
刀
の
作
刀
か
ら
半
年
後
に
脇
指
を
作
っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
同
じ
く
粟
田
口
正
吉
に
よ
る
作
例
で
す
が
、

茎な
か
ごの
銘
に
は
違
い
が
み
ら
れ
ま
す
。
自
ら
の
肩
書
き
を
、刀
で
は「
勢

亀
城
主
石
川
家
鍛
工
」、
脇
指
で
は
「
勢
亀
城
主
家
鍛
工
」
と
し
て

い
ま
す
。
脇
指
で
は
、
銘
を
切
る
茎
の
長
さ
に
あ
わ
せ
た
も
の
か
と

も
思
わ
れ
ま
す
が
、抱
え
る
主
「
石
川
」
家
の
家
名
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
裏
銘
の
「
粟
田
口
」
の
「
粟
」
の
切
り
方
も
、
刀
と
脇
指
で

「
米
」
の
形
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
ま
す
。

4
．
黒
石
目
地
塗
鞘
脇
指
拵　
　
亀
山
市
歴
史
博
物
館

寛
政
六
年
粟あ
わ
た
ぐ
ち
ま
さ
よ
し

田
口
正
吉
銘
の
脇
指
〔
№
3
〕
の
拵
こ
し
ら
えで
す
。
黒

石い
し
め
じ
ぬ
り

目
地
塗
の
鞘さ
や

に
、小こ
づ
か柄
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
柄つ
か
ま
き巻
の
下
に
は
、

兜か
ぶ
との

意
匠
の
目め
ぬ
き貫

を
装
着
し
て
い
ま
す
。

5
．
刀　
　
江
戸
時
代　
　
亀
山
市
歴
史
博
物
館

［
銘
］（
表
）
河
内
守
国
助

刃
文
と
地じ
が
ね鉄
の
境
目
で
あ
る
匂に
お
い
ぐ
ち口が
よ
く
表
れ
た
刀
で
す
。
地
鉄

は
小こ
い
た
め
は
だ

板
目
肌
、
拳こ
ぶ
し
が
た
ち
ょ
う
じ

形
丁
子
の
交
じ
っ
た
互ぐ

の
目め

丁
子
乱
れ
と
み
え
る

華
や
か
な
刃
文
が
特
徴
的
で
す
。
二
代
河か
わ
ち
の
か
み
く
に
す
け

内
守
国
助
の
作
刀
と
み
ら

れ
ま
す
。

な
お
、
茎な
か
ご
じ
り尻が

切
り
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
刀
身
を
短
く
仕

立
て
直
す
磨す
り
あ
げ上
を
行
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

6
．
脇
指　
　
江
戸
時
代　
　
亀
山
市
歴
史
博
物
館

［
銘
］（
表
）
河
内
守
国
助

地じ
が
ね鉄
は
小こ
い
た
め
は
だ

板
目
肌
、
拳こ
ぶ
し
が
た
ち
ょ
う
じ

形
丁
子
の
交
じ
っ
た
互ぐ

の
目め

丁
子
乱
れ
と

み
え
る
刃
文
が
う
か
が
え
ま
す
。
ま
た
、
大
坂
新
刀
の
特
徴
の
ひ
と

つ
で
あ
る
、
大
坂
焼
き
出
し
が
み
ら
れ
ま
す
。
大
坂
焼
き
出
し
は
、

刃は
ま
ち区

（
刀
身
と
茎な
か
ごの

境
目
で
刃
側
の
部
分
）
か
ら
や
や
長
め
の
直す
ぐ
は刃

の
焼
き
出
し
で
始
ま
り
、
途
中
で
乱み
だ
れ
ば刃
に
変
わ
る
刃
文
で
す
。

大
坂
新
刀
と
は
、
新
刀
期
（
慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）
～
安
永
十

年
（
一
七
八
一
））
に
大
坂
を
中
心
に
活
動
し
た
刀
工
の
作
品
の
こ

と
で
す
。
河か
わ
ち
の
か
み
く
に
す
け

内
守
国
助
の
刀
と
脇
指
三
点
〔
№
5
～
7
〕
は
、
い
ず

れ
も
大
坂
焼
き
出
し
で
す
。
本
作
も
、
二
代
河
内
守
国
助
の
作
刀
で

は
な
い
か
と
み
ら
れ
ま
す
。

7
．
脇
指　
　
江
戸
時
代　
　
亀
山
市
歴
史
博
物
館

［
銘
］（
表
）
河
内
守
国
助

表
・
裏
と
も
に
刀
身
に
溝
が
彫
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
樋ひ

と
い
い

ま
す
。
表
は
細
い
樋
を
平
行
に
二
本
掻か

い
た
二ふ
た
す
じ
び

筋
樋
、
裏
は
刀
身
の

茎な
か
ご

寄
り
に
一
本
の
樋
、
腰こ
し
び樋
が
掻
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
、
二

代
河か
わ
ち
の
か
み
く
に
す
け

内
守
国
助
の
作
刀
と
み
ら
れ
ま
す
。

8
．
十
文
字
槍　
　
室
町
時
代
末
期　
　
亀
山
市
歴
史
博
物
館

［
銘
］（
表
）
国
助

槍
身
の
両
側
に
左
右
対
称
の
枝
刃
が
付
き
、
枝
刃
は
と
も
に
上
に

湾
曲
し
た
姿
の
十
文
字
槍
で
す
。
表
・
裏
と
も
に
鎬
し
の
ぎ
づ
く
り
造
と
な
っ
た
両

鎬
造
十
文
字
槍
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
目
釘
穴
が
ふ
た
つ
あ
け

ら
れ
て
お
り
、
茎な
か
ごの
下
方
の
穴
は
、
実
際
に
使
用
し
た
際
に
目
釘
が

折
れ
た
場
合
に
備
え
、
予
備
と
し
て
あ
け
ら
れ
た
も
の
で
、
控
え
目

釘
穴
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
本
作
は
、
初
代
河か
わ
ち
の
か
み
く
に
す
け

内
守
国
助
の
も
の

と
み
ら
れ
ま
す
。

9
．
槍　
　
江
戸
時
代　
　
亀
山
市
歴
史
博
物
館

［
銘
］（
表
）
石
見
守
国
助

断
面
が
二
等
辺
三
角
形
と
な
る
平ひ
ら
さ
ん
か
く
や
り

三
角
槍
で
す
。
槍
の
刀
身
部
分

で
あ
る
穂
が
長
く
、
大お
お
み
や
り

身
槍
と
呼
ば
れ
ま
す
。
裏
は
、
平ひ
ら
じ地

に
棒ぼ
う
ひ樋

が
掻か

か
れ
て
い
ま
す
。
本
作
に
銘
を
切
る
石い
わ
み
の
か
み
く
に
す
け

見
守
国
助
は
、
初
代

河か
わ
ち
の
か
み
く
に
す
け

内
守
国
助
の
弟
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

10
．
刀　
　
江
戸
時
代　
　
亀
山
市
歴
史
博
物
館

［
銘
］（
裏
）
肥
前
国
住
藤
原
忠
広

刀と
う
こ
う工

銘
は
裏
銘
で
、受ず
り
ょ
う
め
い

領
銘
な
く
「
肥
前
国
住
藤
原
忠た
だ
ひ
ろ広

」
と
切
っ

て
い
ま
す
。
地じ
が
ね鉄
は
小
さ
な
粒
が
キ
ラ
キ
ラ
と
光
る
よ
う
に
地じ
に
え沸
が

つ
い
た
肌
で
、
肥
前
刀
の
特
徴
を
表
し
て
い
ま
す
。
刃
文
は
直す
ぐ
は刃

に

わ
ず
か
に
湾の
た

れ
が
ま
じ
っ
て
い
ま
す
。
二
代
忠
広
の
作
刀
で
は
な
い

か
と
み
ら
れ
ま
す
。

11
．
脇
指　
　
江
戸
時
代　
　
亀
山
市
歴
史
博
物
館

［
銘
］（
表
）
丹
波

筋
状
の
焼や
き
ば刃

が
刀
身
の
縦
方
向
に
み
ら
れ
る
、
簾す
だ
れ
ば刃

と
い
う
特
徴

的
な
刃
文
が
み
ら
れ
ま
す
。
簾
刃
は
、
丹た
ん
ば
の
か
み
よ
し
み
ち

波
守
吉
道
が
考
案
し
た
も

の
と
言
わ
れ
ま
す
。
磨す
り
あ
げ上

に
よ
り
、茎な
か
ごの

銘
は
「
丹
波
」
の
み
と
な
っ
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て
い
ま
す
が
、
丹
波
守
吉
道
の
作
例
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
ま
す
。

12
．
黒
蝋
色
塗
鞘
大
小
拵　
　
江
戸
時
代　
　
亀
山
市
歴
史
博
物
館

藤
原
忠た

だ
ひ
ろ広

銘
の
刀
〔
№
10
〕
と
丹
波
銘
の
脇
指
〔
№
11
〕
の
拵
こ
し
ら
えで

す
。
刀
と
脇
指
の
拵
を
あ
わ
せ
て
一
組
と
し
た
、
大
小
拵
と
な
っ
て

い
ま
す
。
脇
指
の
拵
に
は
小こ
づ
か柄
が
収
め
ら
れ
、
小
柄
の
穂
先
に
は
、

「
手て
が
ら
や
ま
う
じ
し
げ

柄
山
氏
繁
」
銘
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

13
．
刀　
　
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）　　
亀
山
市
歴
史
博
物
館

［
銘
］（
表
）
播
州
手
柄
山
氏
繁
造
之

（
裏
）
応
需
石
川
六
三
源
正
文
而
／
文
化
十
二
年
八
月
日

五
代
手て
が
ら
や
ま
う
じ
し
げ

柄
山
氏
繁
の
作
刀
と
み
ら
れ
ま
す
。
大
き
な
波
が
打
ち
寄

せ
る
よ
う
な
濤と
う
ら
ん
み
だ
れ
ば

瀾
乱
刃
と
刃
中
に
あ
ら
わ
れ
た
白
い
砂
粒
の
よ
う
な

沸に
え

が
み
え
る
刀
で
す
。

　

茎な
か
ごに
切
ら
れ
た
銘
に
あ
る
と
お
り
、
亀
山
城
主
石
川
家
の
家
臣
で

あ
っ
た
石
川
家
の
石
川
正
文
が
注
文
し
、
作
刀
さ
れ
た
も
の
で
す
。

石
川
家
の
系
図
に
よ
れ
ば
、
正
文
は
、
成
庸
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、

大お
お
つ
き
せ
き
へ
い

月
関
平
の
門
下
で
武
芸
を
学
ん
だ
武
に
秀
で
た
人
物
で
あ
っ
た
よ

う
で
す
。

14
．
脇
指　
　
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）　　
亀
山
市
歴
史
博
物
館

［
銘
］（
表
）
手
柄
山
氏
繁
造
之

（
裏
）
応
需
石
川
六
三
源
正
文
而
／
文
化
十
二
年
八
月
日

№
13
の
刀
と
同
じ
く
五
代
手て
が
ら
や
ま
う
じ
し
げ

柄
山
氏
繁
に
よ
る
脇
指
と
み
ら
れ
ま

す
。
刀
と
脇
指
を
一
組
と
し
、
大
小
と
し
て
氏
繁
に
注
文
し
た
も
の

で
す
。

15
．
青
貝
微
塵
黒
変
塗
鞘
大
小
拵

江
戸
時
代　
　
亀
山
市
歴
史
博
物
館

手て
が
ら
や
ま
う
じ
し
げ

柄
山
氏
繁
銘
の
刀
〔
№
13
〕
と
脇
指
〔
№
14
〕
を
収
め
た
大
小

拵
で
す
。
刀
と
脇
指
の
拵
こ
し
ら
えで

あ
り
な
が
ら
、
太た
ち
ご
し
ら
え

刀
拵
の
飾
り
金
具
を

施
し
た
半は
ん
だ
ち
ご
し
ら
え

太
刀
拵
と
な
っ
て
い
ま
す
。
脇
指
を
収
め
た
拵
は
、
国
広

銘
を
刻
む
鉄て
つ
つ
ば鐔
を
装
着
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
鞘さ
や

も
、
青
貝
を
細

か
く
砕
い
た
装
飾
が
な
さ
れ
、
美
し
く
輝
い
て
い
ま
す
。

16
．
刀
袋　
　
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）　　
亀
山
市
歴
史
博
物
館

拵
〔
№
19
〕
に
収
め
ら
れ
た
脇
指
、
兼か
ね
た
ね植

〔
№
17
〕
と
無
銘
〔
№

18
〕
の
二
口
が
、
そ
れ
ぞ
れ
収
め
ら
れ
て
い
た
刀
袋
二
袋
で
す
。
刀

袋
の
墨
書
銘
か
ら
、
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）、
亀
山
城
主
の
石
川

総ふ
さ
よ
し慶

か
ら
拝
領
し
、
代
々
岩
井
家
で
引
き
継
が
れ
て
き
た
大
小
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
特
徴
と
し
て
「
茶
柄
大
小
」
と
あ
り
、
柄つ
か

を
茶
色
に
統
一
す
る
こ
と
で
、
二
口
を
一
組
の
大
小
と
み
な
し
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

［
№
17
刀
袋
墨
書
（
外
）］

�

旧
石
川
主
殿
頭
総
慶
院
様
より

　

拝
領

　
　

茶
柄
ノ
大
小
ノ
大

　

宝
暦
元
辛

未
年
二
月
大
吉
祥
日

［
№
17
刀
袋
墨
書
（
内
）］

�
宝
暦
年
中
二
月
大
吉
祥
日

　

石
川
主
殿
頭
総
慶
公
手
筋
より

　
　

茶
柄
大
小
一
腰
拝
領
ス

　
　

亀
山
家
臣
三
代
目

　
　
　
　
　

岩
井
右
金
太
藤
原
基
章
（
花
押
）

　
　
　

士
族
七
代
目

　
　
　
　
　

岩
井
右
金
太
藤
原
基
治
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
所
持
す
改
之

［
№
18
刀
袋
墨
書
（
外
）］

�　
　
　
　
　
　
　
　

宝
暦
四
辛

未
年
二
月
大
吉
祥
日

　
　
旧
石
川
主
殿
頭
家
臣

　
　

拝
領
総
慶
院
様
より

　
　
　

茶
柄
ノ
大
小
ノ
小
ノ
袋

　
　
　

亀
山
士
族
八
代
目

亦
改
之　
　
　

岩
井
右
金
太
藤
原
基
治

（
花
押
カ
）

（
元
）

明
治
元
辰
年

　
　

二
月
大
吉
祥
日

明
治
三
十
一
戌
年　

行
年
六
拾
九
歳
■
鶴
寿

　
　

旧
六
月
大
吉
日

［
№
18
刀
袋
墨
書
（
内
）］

�

宝
暦
年
中
二
月
大
吉
祥
日

　

石
川
主
殿
頭
総
慶
公
手
筋
より

　
　

茶
柄
大
小
一
腰
拝
領

　
　
　
　

亀
山
家
臣
三
代
目

　
　
　
　
　
　

岩
井
右
金
太
藤
原
基
章
（
花
押
）

　
　
　
　

高
祖
より
七
代
目
右
什
物
所
持

　
　
　
　
士
族
岩
井
右
金
太
藤
原
基
治
（
花
押
）

　
　
　
　

明
治
元
辰
年
二
月
大
吉
祥
日
改
之
記
す

17
．
脇
指　
　
江
戸
時
代　
　
亀
山
市
歴
史
博
物
館

［
銘
］（
表
）
越
前
国
兼
植

越
前
国
兼か

ね
た
ね植
と
銘
を
切
り
ま
す
。
刃
中
は
互ぐ

の
目め

乱
れ
に
な
り
、

地
中
に
焼
刃
が
点
在
す
る
飛と
び
や
き焼

を
施
す
刃
文
が
み
ら
れ
ま
す
。

18
．
脇
指　
　
江
戸
時
代　
　
亀
山
市
歴
史
博
物
館

［
銘
］
無
銘

横
手
筋
が
な
く
、
鎬し
の
ぎ筋

が
茎な
か
ごか

ら
鋒
き
っ
さ
きま

で
通
る
造
込
み
で
あ
る
、

菖し
ょ
う
ぶ
づ
く
り

蒲
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
波
の
よ
う
な
湾の
た

れ
の

刃
文
に
、
地じ
が
ね鉄

の
板
目
肌
も
み
ら
れ
ま
す
。

19
．
青
貝
微
塵
黒
石
目
地
塗
脇
指
拵
・
朱
変
塗
鞘
脇
指
拵

江
戸
時
代　
　
亀
山
市
歴
史
博
物
館

兼か
ね
た
ね植

銘
の
脇
指
〔
№
17
〕
と
無
銘
の
脇
指
〔
№
18
〕
を
収
め
た
拵
こ
し
ら
え

で
す
。
い
ず
れ
も
脇
指
で
す
が
、
刀
袋
〔
№
16
〕
に
よ
る
と
、
大
小

と
み
な
し
て
い
ま
し
た
。

兼
植
銘
の
脇
指
は
、石い
し
め
じ
ぬ
り

目
地
塗
の
上
に
砕
い
た
青
貝
が
散
ら
さ
れ
、

五
分
ご
と
に
刻
み
が
見
ら
れ
る
印い
ん
ろ
う籠
刻
み
風
の
鞘さ
や

に
収
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
拵
に
収
め
ら
れ
た
笄
こ
う
が
いに

は
、
茶
道
具
図
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い

ま
す
。
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20
．
刀　
　
文
久
四
年
（
一
八
六
四
）　　
亀
山
市
歴
史
博
物
館

［
銘
］（
表
）
天
龍
子
橘
久
一
作　
（
裏
）
文
久
四
子
年
二
月
日

板
目
肌
に
細
か
な
丁ち
ょ
う
じ子

の
刃
文
が
は
っ
き
り
と
み
ら
れ
ま
す
。

茎な
か
ごに

切
ら
れ
た
銘
か
ら
、
文
久
四
年
（
一
八
六
四
）
に
天
龍
子

橘た
ち
ば
な
ひ
さ
か
ず

久
一
が
作
刀
し
た
も
の
と
わ
か
り
ま
す
。
橘
久
一
は
、
越
後
国

片
貝
か
ら
伊
勢
国
山
田
へ
移
り
住
み
、
作
刀
し
た
刀と
う
こ
う工
で
す
。

21
．
脇
指　
　
江
戸
時
代　
　
亀
山
市
歴
史
博
物
館

［
銘
］（
表
）
勢
州
桑
名
住
藤
原
勝
吉　
（
裏
）
於
播
州
姫
路
作
是

均
整
の
と
れ
た
直す
ぐ
は刃

が
み
ら
れ
ま
す
。
茎な
か
ごに

切
ら
れ
た
銘
か
ら
、

藤
原
勝か
つ
よ
し吉
の
手
に
よ
る
も
の
と
わ
か
り
ま
す
。
勝
吉
は
、
千せ
ん
ご
ま
さ
し
げ

子
正
重

の
門
人
の
刀と
う
こ
う工

で
、
初
代
が
桑
名
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
桑
名
城
主

本
多
家
が
姫
路
に
移
る
の
に
と
も
な
い
、
姫
路
へ
と
移
り
住
み
、
作

刀
を
続
け
ま
し
た
。
な
お
、
勝
吉
の
師
で
あ
る
正
重
は
、
初
代
村む
ら
ま
さ正

の
子
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
勝
吉
も
村
正
の
系
譜
を
引
い
て
い
る
と

い
え
ま
す
。

22
．
脇
指　
　
室
町
時
代
末
期　
　
亀
山
市
歴
史
博
物
館

［
銘
］（
表
）
村
正
作

刀
身
に
鎬し
の
ぎ筋

を
立
て
な
い
平
面
の
造
込
み
で
あ
る
平ひ
ら
づ
く
り造で

す
。
刀

身
に
は
樋ひ

が
一
本
掻か

か
れ
て
い
ま
す
。
鋒
き
っ
さ
きの

刃
文
は
、
鋒
の
下
部
あ

た
り
か
ら
の
た
れ
、
刃
先
に
向
か
っ
て
丸
み
を
帯
び
、
刃
先
で
丸
く

返
る
地
蔵
帽
子
と
な
っ
て
い
ま
す
。
茎な
か
ごに
は
「
村
正
作
」
と
の
銘
が

切
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
研
究
が
必
要
で
す
。

無
銘
の
脇
指
は
、
朱
色
の
変か
わ
り塗
り
の
鞘
に
収
め
ら
れ
、
そ
の
拵
に

収
め
ら
れ
た
小こ
づ
か柄
の
穂
先
に
は
、「
金
華���　
　
　

��

□（山
麓
）□」
と
の
銘

が
刻
ま
れ
、
岐
阜
で
活
躍
し
た
刀
工
の
手
に
よ
る
も
の
か
と
み
ら
れ

ま
す
。

兼
植
、
無
銘
い
ず
れ
の
拵
も
、
半は
ん
だ
ち
ご
し
ら
え

太
刀
拵
と
し
、
下さ
げ
お緒

は
、
組
紐

の
打
ち
方
を
工
夫
し
、「
武
運
長
久
」
と
文
字
が
で
る
よ
う
組
ま
れ

た
高こ
う
ら
い
ぐ
み

麗
組
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

23
．
脇
指　
　
江
戸
時
代　
　
亀
山
市
歴
史
博
物
館

［
銘
］（
表
）
肥
後
守
国
康

茎な
か
ごに
「
肥
後
守
国
康
」
と
銘
が
切
ら
れ
て
い
ま
す
。
初
代
肥ひ
ご
の
か
み

後
守

国く
に
や
す康

は
、
初
代
河か
わ
ち
の
か
み
く
に
す
け

内
守
国
助
の
三
男
で
、
二
代
河
内
守
国
助
の
弟
に

あ
た
り
ま
す
。
二
代
国
助
の
刃
文
と
似
た
、
拳こ
ぶ
し
が
た
ち
ょ
う
じ

形
丁
子
を
交
え
た
互ぐ

の
目め

丁
子
乱
れ
と
み
え
る
刃
文
が
み
ら
れ
ま
す
〔
№
5
・
6
〕。
焼

き
出
し
も
、
刃は
ま
ち区
か
ら
長
め
の
直す
ぐ
は刃
で
始
ま
る
大
坂
焼
き
出
し
と

な
っ
て
お
り
、
同
じ
特
徴
が
う
か
が
え
ま
す
。

24
．
脇
指　
　
室
町
時
代
末
期　
　
亀
山
市
歴
史
博
物
館

［
銘
］（
表
）
正
（
広
）

刀
身
に
鎬し
の
ぎ筋

を
立
て
な
い
平
面
の
造
込
み
で
あ
る
平ひ
ら
づ
く
り造で

す
。
刃

文
は
刀
身
全
体
に
焼
き
入
れ
を
行
い
、
網
状
の
文
様
で
埋
め
尽
く
す

皆ひ
た
つ
ら焼
と
な
っ
て
い
ま
す
。
茎な
か
ごに
は
「
正
広
」
と
銘
が
切
ら
れ
て
い
ま

す
が
、「
広
」
は
文
字
の
半
分
ほ
ど
が
切
断
に
よ
っ
て
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
目
釘
穴
が
三
つ
あ
る
こ
と
や
、
刀
工
銘
が
切
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
茎
を
切
っ
て
長
さ
を
調
整
す
る
磨す
り
あ
げ上

が
行
わ
れ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

25
．
石
垣
図
鐔　
　
江
戸
時
代　
　
名
古
屋
市
博
物
館

［
銘
］
勢
州
亀
山
住
／
正
栄
作

石
垣
の
文
様
を
刻
ん
で
い
ま
す
。
砂さ
は
り
ぞ
う
が
ん

張
象
嵌
を
用
い
な
い
シ
ン
プ

ル
な
作
品
で
す
。

26
．
葡
萄
文
図
鐔　
　
江
戸
時
代　
　
名
古
屋
市
博
物
館

［
銘
］
勢
州
於
亀
山
／
正
栄
作

葡ぶ
ど
う萄
の
実
・
葉
・
ツ
ル
の
文
様
で
す
。
文
様
は
、
亀
山
鐔
の
特
徴

で
あ
る
砂さ
は
り
ぞ
う
が
ん

張
象
嵌
に
よ
る
も
の
で
す
。

27
．
武
具
馬
具
並
家
什
蔵
書
記　
　
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）

亀
山
市
歴
史
博
物
館

亀
山
城
主
石
川
家
の
家
臣
の
天
野
家
が
所
有
し
て
い
た
武
具
・
馬

具
・
什
器
・
蔵
書
な
ど
の
台
帳
で
す
。
所
有
す
る
脇
指
「
種た
ね
し
げ重
」
の

鐔
と
し
て
、
亀
山
鐔
が
登
場
し
ま
す
。
記
録
に
よ
れ
ば
、
木も
っ
こ
う
が
た

瓜
形
を

し
た
鉄
地
の
鐔
に
、
表
は
唐
獅
子
、
裏
に
牡
丹
の
文
様
を
「
亀
山
象

眼
」
で
表
し
た
も
の
で
す
。

「
亀
山
象ぞ
う
が
ん眼

」
と
は
、
砂さ
は
り張

「
象ぞ
う
が
ん嵌

」
の
技
法
を
用
い
た
「
亀
山
」

鐔
と
い
う
意
味
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。ま
た
、鐔つ
ば
こ
う工

は
、「
亀

山
住
人　

正
栄
」
と
あ
り
ま
す
の
で
、
国
友
正
栄
で
す
。
亀
山
鐔
の

所
持
や
文
様
を
記
録
し
た
当
時
の
文
書
が
ほ
と
ん
ど
確
認
さ
れ
な
い

な
か
で
、
亀
山
藩
の
武
士
が
亀
山
鐔
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
貴
重
な
資
料
で
す
。

28
．
○
無
文
鐔　
　
江
戸
時
代　
　
亀
山
市
歴
史
博
物
館

［
銘
］
勢
州
亀
山
住
／
国
友
貞
栄
作

文
様
が
な
く
、
国
友
貞
栄
の
鐔つ
ば
こ
う工
銘
の
み
の
丸
形
鉄
鐔
で
す
。
ふ

た
つ
の
櫃ひ
つ
あ
な孔

が
心し
ん
よ
う
が
た

葉
形
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
ま
す
。
正
栄
に
よ
る

石
垣
図
鐔
〔
№
25
〕
と
同
様
、
砂さ
は
り
ぞ
う
が
ん

張
象
嵌
を
用
い
な
い
亀
山
鐔
の
一

例
で
す
。

29
．
笹
竹
白
鷺
図
鐔　
　
江
戸
時
代　
　
亀
山
市
歴
史
博
物
館

［
銘
］
勢
州
亀
山
住
／
国
友
貞
栄
作

表
は
笹
竹
、
裏
は
芦あ
し

と
鷺さ
ぎ

を
砂さ
は
り
ぞ
う
が
ん

張
象
嵌
で
表
し
て
い
ま
す
。
表
の

笹
竹
の
象
嵌
部
分
に
は
大
き
な
気
泡
の
跡
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

30
．
藤
図
鐔　
　
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）　　
亀
山
市
歴
史
博
物
館

［
銘
］（
表
）
勢
州
亀
山
住
／
国
友
貞
栄
作

（
裏
）
元
禄
寅
年
六
月
朔
旦
／
賀
州
住
兼
若
鍛
之

［「
亀
山
象
眼
」
関
係
部
分
］

　
　
　
　
　

種
重
樋
有

一　

脇
指

　

目
貫　

赤
銅
茄
子
枝
折

　

鐔
鉄　

唐
獅
し　

裏
牡
丹　

亀
山
象
眼

　

余
ハ
刀
同
断

金
ウ
ツ
ト
リ

　
　
　
　

着

木
瓜
形

亀
山
住
人

正
栄

長
良
川
川
邊

藤
原
清
□
（
長
）�
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表
に
は
、
砂さ

は
り
ぞ
う
が
ん

張
象
嵌
で
藤
の
文
様
を
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
表
・

裏
と
も
に
、
茎な
か
ご
あ
な孔の
左
右
に
銘
を
刻
ん
で
い
ま
す
。
表
は
、
国
友
貞

栄
の
鐔つ
ば
こ
う工

銘
、
裏
に
は
、
元
禄
年
号
と
と
も
に
鍛
造
者
名
が
確
認
で

き
ま
す
。「
賀
州
住
兼か
ね
わ
か若

」
は
、
新
刀
の
刀と
う
こ
う工

と
し
て
確
認
で
き
ま

す
の
で
、
刀
工
が
鍛
え
た
鐔
地
に
貞
栄
が
加
工
を
施
し
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

31
．
○
幔
幕
図
鐔　
　
江
戸
時
代　
　
亀
山
市
歴
史
博
物
館

［
銘
］
貞
栄
作

茎な
か
ご
あ
な

孔
と
小こ
づ
か
ひ
つ
あ
な

柄
櫃
孔
の
み
の
鐔
で
す
。
表
・
裏
と
も
に
桔き
き
ょ
う
も
ん

梗
文
の

幔ま
ん
ま
く幕
を
表
し
て
い
ま
す
。

本
作
は
、
本
体
は
茶
色
い
銅
の
鋳
造
で
作
ら
れ
、
幕
の
耳
は
黒
く

発
色
し
た
赤し
ゃ
く
ど
う銅、
柱
は
素す
あ
か銅
で
赤
く
表
し
て
い
ま
す
。
多
様
な
色
を

用
い
て
お
り
、
亀
山
鐔
に
共
通
す
る
鉄
鐔
に
銀
色
に
鈍
く
光
る
砂さ
は
り張

象ぞ
う
が
ん嵌
を
施
す
も
の
と
は
異
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鐔
の
縁
は
金
銅

の
覆ふ
く
り
ん輪

が
め
ぐ
り
、
鑢や
す
りが

か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

32
．
胡
蝶
図
鐔　
　
江
戸
時
代　
　
亀
山
市
歴
史
博
物
館

［
銘
］
貞
栄

表
に
羽
を
と
じ
た
姿
、
裏
に
羽
を
広
げ
た
姿
の
蝶
を
砂さ
は
り
ぞ
う
が
ん

張
象
嵌
で

表
し
て
い
ま
す
。

33
．
唐
草
図
鐔　
　
江
戸
時
代　
　
亀
山
市
歴
史
博
物
館

［
銘
］
貞
栄

表
・
裏
と
も
に
、
唐
草
文
様
は
、
砂さ
は
り
ぞ
う
が
ん

張
象
嵌
に
よ
る
線
象
嵌
で

す
。
細
い
線
を
流
し
込
み
象
嵌
で
表
現
す
る
高
い
技
術
が
う
か
が
え

ま
す
。
文
様
を
線
象
嵌
の
み
で
表
現
し
て
い
る
点
も
、
他
の
作
品
と

は
異
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
表
と
裏
を
意
識
し
、
唐
草
の
粗
密
に

差
を
も
た
せ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
ま
す
。

34
．
○
蛤
図
鐔　
　
江
戸
時
代　
　
亀
山
市
歴
史
博
物
館

［
銘
］
間

蛤
の
貝
殻
を
少
し
ず
ら
し
て
表
し
、
鐔
か
ら
は
み
出
る
よ
う
に
デ

ザ
イ
ン
す
る
特
徴
的
な
表
現
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
貝
殻
は
、
鉄
地

の
上
に
赤し
ゃ
く
ど
う銅

を
重
ね
て
、
赤
銅
独
特
の
黒
色
で
表
さ
れ
、
貝
殻
の

内
側
は
砂さ
は
り
ぞ
う
が
ん

張
象
嵌
で
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
茎な
か
ご
あ
な孔の

み
で
、

櫃ひ
つ
あ
な孔

を
設
け
な
い
形
を
と
っ
て
い
ま
す
。

35
．
○
矢
羽
松
葉
図
鐔　
　
江
戸
時
代　
　
亀
山
市
歴
史
博
物
館

［
銘
］
間

矢
の
上
部
に
つ
け
る
羽
で
あ
る
矢
羽
と
松
葉
を
砂さ
は
り
ぞ
う
が
ん

張
象
嵌
で
表
し

ま
す
。
鐔
か
ら
は
み
出
す
よ
う
に
配
置
し
つ
つ
も
、
鐔
地
全
面
に
描

く
こ
と
な
く
余
白
を
取
る
バ
ラ
ン
ス
感
覚
に
優
れ
た
デ
ザ
イ
ン
で
表

現
さ
れ
て
い
ま
す
。

36
．
○
象
図
鐔　
　
江
戸
時
代　
　
個
人

［
銘
］
間

表
に
象
、
裏
に
は
笠
と
太
鼓
と
み
ら
れ
る
文
様
を
砂さ
は
り
ぞ
う
が
ん

張
象
嵌
で
表

現
し
て
い
ま
す
。
表
は
象
の
目
と
牙
を
、
裏
も
笠
の
一
部
を
金
銅
で

表
現
す
る
こ
と
で
、
デ
ザ
イ
ン
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
加
え
て
い
ま
す
。

日
本
へ
の
象
の
渡
来
は
、
何
度
か
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
享

保
十
三
年
（
一
七
二
八
）
に
日
本
へ
や
っ
て
来
た
象
は
、
翌
年
、
長

崎
か
ら
行
列
を
組
ん
で
、
江
戸
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
こ
の
象
行
列

は
、
象
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の

影
響
を
受
け
た
作
品
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

37
．
俵
松
葉
図
鐔　
　
江
戸
時
代　
　
亀
山
市
歴
史
博
物
館

［
銘
］
間

本
体
は
、
茶
褐
色
の
銅
を
用
い
、
表
に
松
葉
、
裏
に
俵
を
表
し
て

い
ま
す
。
俵
は
、
黒
色
の
赤し
ゃ
く
ど
う銅を
用
い
て
立
体
的
に
表
現
さ
れ
て
い

ま
す
。
鐔
の
形
状
も
、
俵
の
膨
ら
み
に
あ
わ
せ
て
、
中
心
部
か
ら
盛

り
上
げ
、
縁
に
む
か
っ
て
な
だ
ら
か
に
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

茎な
か
ご
あ
な

孔
は
、
三
角
形
で
あ
っ
た
も
の
を
長
方
形
と
な
る
よ
う
変
形
を

加
え
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
孔
の
右
側
に
刻
ま
れ
る

「
間
」
銘
の
左
部
分
が
欠
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
鐔つ
ば
こ
う工
の
在
銘
面
を
表
と
し
ま
し
た
が
、
文
様
か
ら
み
る
と

俵
図
面
を
表
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
作
品
で
す
。

38
．
熨
斗
図
鐔　
　
江
戸
時
代　
　
亀
山
市
歴
史
博
物
館

［
銘
］
間

鐔
か
ら
は
み
出
す
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
熨の

し斗
文
様
が
特
徴
的

で
す
。
熨
斗
は
、
贈
答
品
に
添
え
る
飾
り
で
、
熨
斗
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
熨
斗
文
様
は
、
吉
祥
文
様
と
し
て
好
ま
れ
た
も
の
で
す
。

本
作
例
で
は
、
熨
斗
を
砂さ
は
り
ぞ
う
が
ん

張
象
嵌
で
表
し
て
い
ま
す
が
、
象
嵌
が

他
の
作
品
の
よ
う
な
銀
色
と
い
う
よ
り
黒
く
見
え
、
他
の
象
嵌
と
は

様
子
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。

39
．
馬
具
図
鐔　
　
江
戸
時
代　
　
亀
山
市
歴
史
博
物
館

［
銘
］
間

木も
っ
こ
う
が
た

瓜
形
の
鐔
の
全
面
に
馬
具
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
ま
す
。
表
は

面お
も
が
い懸
の
房
、
裏
は
轡く
つ
わを
砂さ
は
り
ぞ
う
が
ん

張
象
嵌
で
表
し
て
い
ま
す
。
裏
面
の
轡
に

は
、
手
綱
が
つ
な
が
れ
、
鐔
の
外
へ
と
飛
び
出
す
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
て
い
ま
す
。
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６．もうひとつの亀山鐔　―　亀山鐔　間　―
34 ○ 蛤図鐔 間 江戸時代 亀山市歴史博物館
35 ○ 矢羽松葉図鐔 間 江戸時代 亀山市歴史博物館
36 ○ 象図鐔 間 江戸時代 個人
37 俵松葉図鐔 間 江戸時代 亀山市歴史博物館
38 熨斗図鐔 間 江戸時代 亀山市歴史博物館
39 馬具図鐔 間 江戸時代 亀山市歴史博物館

　　　主　な　参　考　文　献

佐藤寒山編『伊勢の刀工』、日本美術刀剣保存協会三重支部、1963
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藤木久志『刀狩り（岩波新書）』、岩波書店、2005
久保智康「工芸」（『亀山市史　美術工芸編』、亀山市・亀山市歴史博物館編）、2011
三重県編『三重県史　別編　美術工芸（解説編）』、2014
内藤直子『”超絶技巧”�の源流　刀装具』、淡交社、2017
内藤直子監修・著、吉原弘道著『もっと知りたい刀剣　名刀・刀装具・刀剣書』、東京美術、2018
桑名市博物館『特別企画展　三重刀剣紀行　―甦る村正の煌めき―』、2020
歴史群像編集部編『図解日本刀事典』、ワン・パブリッシング、2021
板橋区立郷土資料館『開館 50周年記念特別展　接収刀剣　―板橋に集いし赤羽刀―』、2022
刀剣ワールド（https://www.touken-world.jp/）
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１．亀山ゆかりの刀工　―　粟田口正吉　―
1 ○ 刀 （表）勢亀城主石川家鍛工

（裏）寛政五癸丑八月粟田口正吉
寛政５年（1793） 亀山市歴史博物館

2 金梨地鞘打刀拵 江戸時代 亀山市歴史博物館
3 脇指 （表）勢亀城主家鍛工

（裏）寛政六甲寅二月／粟田口正吉
寛政６年（1794） 亀山市歴史博物館

4 黒石目地塗鞘脇指拵 江戸時代 亀山市歴史博物館
２．亀山ゆかりの刀工　―　国助　―
5 刀 （表）河内守国助 江戸時代 亀山市歴史博物館
6 脇指 （表）河内守国助 江戸時代 亀山市歴史博物館
7 脇指 （表）河内守国助 江戸時代 亀山市歴史博物館
8 十文字槍　 （表）国助 室町時代末期 亀山市歴史博物館
9 槍 （表）石見守国助 江戸時代 亀山市歴史博物館
３．亀山藩の武士と刀
10 刀 （裏）肥前国住藤原忠広 江戸時代 亀山市歴史博物館
11 脇指 （表）丹波 江戸時代 亀山市歴史博物館
12 黒蝋色塗鞘大小拵 江戸時代 亀山市歴史博物館
13 刀 （表）播州手柄山氏繁造之

（裏）�応需石川六三源正文而／文化十二
年八月日

文化 12年（1815） 亀山市歴史博物館

14 脇指 （表）手柄山氏繁造之
（裏）�応需石川六三源正文而／文化十二

年八月日

文化 12年（1815） 亀山市歴史博物館

15 青貝微塵黒変塗鞘大小拵 江戸時代 亀山市歴史博物館
16 刀袋 明治 31年（1898） 亀山市歴史博物館
17 脇指 （表）越前国兼植 江戸時代 亀山市歴史博物館
18 脇指 無銘 江戸時代 亀山市歴史博物館
19 青貝微塵黒石目地塗脇指拵・�

朱変塗鞘脇指拵
江戸時代 亀山市歴史博物館

４．亀山と赤羽刀
20 刀 （表）天龍子橘久一作

（裏）文久四子年二月日
文久４年（1864） 亀山市歴史博物館

21 脇指 （表）勢州桑名住藤原勝吉
（裏）於播州姫路作是

江戸時代 亀山市歴史博物館

22 脇指 （表）村正作 室町時代末期 亀山市歴史博物館
23 脇指 （表）肥後守国康 江戸時代 亀山市歴史博物館
24 脇指 （表）正（広） 室町時代末期 亀山市歴史博物館
５．亀山ゆかりの刀装具　―　亀山鐔　貞栄　―
25 石垣図鐔 勢州亀山住／正栄作 江戸時代 名古屋市博物館
26 葡萄文図鐔 勢州於亀山／正栄作 江戸時代 名古屋市博物館
27 武具馬具並家什蔵書記 天保６年（1835） 亀山市歴史博物館
28 ○ 無文鐔 勢州亀山住／国友貞栄作 江戸時代 亀山市歴史博物館
29 笹竹白鷺図鐔 勢州亀山住／国友貞栄作 江戸時代 亀山市歴史博物館
30 藤図鐔 （表）勢州亀山住／国友貞栄作

（裏）�元禄寅年六月朔旦／賀州住兼若鍛
之

元禄 11年（1698） 亀山市歴史博物館

31 ○ 幔幕図鐔 貞栄作 江戸時代 亀山市歴史博物館
32 胡蝶図鐔 貞栄 江戸時代 亀山市歴史博物館
33 唐草図鐔 貞栄 江戸時代 亀山市歴史博物館
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